
日時：令和３年９月 22 日（水）17：00～ 

場所：三田市役所２号庁舎２階 2201 会議室 

 

第５次三田市農業基本計画策定懇話会 第 1 回分科会Ａ 次第 

 

１ 開会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 委員紹介 

 

 

 

４ 協議事項 

(1) 第４次農業基本計画の取り組みの振り返りについて 

 

 

 

(2) 意見交換 

 

 

 

５ 閉会 

 

 

 

（配布資料） 

資料１ 第４次三田市農業基本計画の振り返り方法について 

資料２ 第４次三田市農業基本計画施策振り返りメモ 

資料３ 第４次三田市農業基本計画の取り組みについて 

資料４ 第４次三田市農業基本計画に基づく各事業について 

分科会Ａの委員名簿 

 

 



 



第４次三田市農業基本計画の振り返り方法について 

 

１ 評価について 

第４次三田市農業基本計画の主な取り組みと成果、主な課題について、各事業の施策

ごとに評価を実施します。 

 

２ 進行について 

・分科会については３回開催し、概ね１時間程度とします。 

・第１回及び第２回会議は第４次三田市農業基本計画の振り返りを行い、第３回会議で

審議内容を取りまとめます。 

■進行手順 

① 施策及び内部評価の概要説明【市】 

・「資料３ 第４次三田市農業基本計画の取り組み」、「資料４ 第４次三田市農業基

本計画に基づく各事業」について説明します。 

② 質疑応答 

・委員は、「資料２ 振り返りメモ」をもとに質問を行います。 

・審議時間が限られるため、質問・回答とも具体的かつ簡潔に発言してください。 

③ 振り返りメモの提出 

・振り返りメモは、第４次三田市農業基本計画の各項目について、「気がついたこと」

や「今後取り組めばいいと思われること」をご記入することにご活用ください。 

・振り返りメモは、皆様の意見として事務局として取りまとめますので、ご記入でき

た委員の方は、第２回分科会までに提出いただければ幸いです。 

 

３ 意見の取りまとめについて 

・事務局は、審議内容及び委員から提出された「資料２ 振り返りメモ」の意見を集約

します。 

・第３回会議で、分科会全体の意見を確認し、分科会意見（成果や課題等への意見）を

決定します。少数意見でも原則として併載の取り扱いとします。 

・座長は、「今後の取組みの方向性に関する分科会の意見」を集約し、懇話会において発

表していただきます。 

 

４ 評価基準について 

評価基準は次の３つの視点で評価します。 

●農業基本計画の実現に向けて適切な方法がとられてきたか 

・第４次三田市農業基本計画に掲げている取組の概要は最適か。 

・欠けている手段や発想はなかったか。 

●主な取り組みと成果は適切か 

・見逃されている成果はないか。 

・取組みは適切か。 

●主な課題は適切か 

・見逃されている、過小評価されている課題はないか。 

 

資料１ 



 



・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

②主な取り組みと成果は適切か

⑴新規就農者の就
農促進・定着

1)新規就農者の支援項目
戦略１：三田の農業の将来を
支える担い手の確保と育成

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

A-1

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

項目 気がついたこと

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

資料２

今後取り組めばいいと思われること

施策の
方向性





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-2 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略１：三田の農業の将来を
支える担い手の確保と育成

項目
⑴新規就農者の就
農促進・定着

施策の
方向性

2) 研修受け入れ農家の支
援





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-3 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略１：三田の農業の将来を
支える担い手の確保と育成

項目
⑵農業経営者の育
成

施策の
方向性

1)農業者の経営力向上





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-4 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略１：三田の農業の将来を
支える担い手の確保と育成

項目
⑵農業経営者の育
成

施策の
方向性

2）農地の生産性向上





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-5 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略４：地産地消と食育の充
実

項目
⑶農と福祉との連
携促進

施策の
方向性

1)福祉分野での農業の活
用





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-6 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略５：営農体制の強化と集
落の維持・保全

項目
⑴集落連携型営農
体制の構築

施策の
方向性

1)集落営農の立ち上げ・
活性化





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-7 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略５：営農体制の強化と集
落の維持・保全

項目
⑴集落連携型営農
体制の構築

施策の
方向性

2)地域農業の将来像づく
り





今後取り組めばいいと思われること

氏名 ※分科会の際には、氏名は公表いたしません。

③主な課題は適切か

・見逃されている、過小評価されて
いる課題はないか。

項目 気がついたこと

①農業基本計画の実現に向けて適切な方
法がとられてきたか

・第４次三田市農業基本計画に掲
げている取組の概要は最適か。

・欠けている手段や発想はなかった
か。

②主な取り組みと成果は適切か

・見逃されている成果はないか。

・取組みは適切か。

A-8 資料２

第4次農業基本計画施策振り返りメモ（分科会Ａ)

戦略５：営農体制の強化と集
落の維持・保全

項目
⑶農業生産基盤の
維持

施策の
方向性

1)農地維持、農業用施設
等の整備





分
科
会
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テ
ー
マ
：
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と
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資
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①
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果
と
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５
：
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と
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農
業
生
産
基
盤
の
維
持
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策
の
方
向
性

第
４
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
に
掲
げ
て
い
る

取
組
の
概
要

主
な
取
組
み
と
成
果

主
な
課
題

⑴
新

規
就

農
者

の
就

農
促

進
・
定
着

1
)
新
規
就
農
者
の
支
援

・
新

規
就

農
者

の
研

修
拠

点
づ

く
り

、
就

農
希

望
者

の
相

談
窓

口
の

強
化

、
農

地
や

住
居

の
あ

っ
せ

ん
支

援
、

短
期

就
農

体
験
な
ど
円
滑
に
就
農
で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
。

ま
た

、
就

農
後

の
経

営
安

定
化

の
た

め
、

経
営

指
導

等
の

取
組
み
を
推
進
す
る
。

・
県

農
業

改
良

普
及

セ
ン

タ
ー

や
J
A
等

と
連

携
し

、
就

農
希

望
者

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

農
地

の
あ

っ
せ

ん
等

の
様

々
な

支
援
を
行
っ
た
結
果

、
H
2
8
年
度

か
ら

R
2年

度
ま

で
の

間
に

、
認

定
新
規
就
農
者
は
7
名
→
1
7
名
に
増
加
し
た
。

・
H
3
0年

度
よ
り
市

独
自

施
策

と
し

て
認

定
新

規
就

農
者

に
営

農
開
始
時
の
初
期
投

資
(
最
大

5
0
0千

円
)
を
補

助
し

、
認

定
新

規
就
農
者
の
う
ち
1
6
名
(
7
,
7
4
7
千
円
)
が
制
度
を
活
用
し
た
。

・
認

定
新

規
就

農
者

の
営

農
類

型
は

野
菜

（
露

地
・

施
設

）
が

大
半

を
占

め
て

お
り

、
土

地
利

用
型

で
あ

る
水

稲
等

を
主

と
す

る
者

や
畜

産
の

者
が

少
な

い
こ

と
が

課
題

と
な

っ
て

い
る
。

2
)

研
修

受
け

入
れ

農
家

の
支

援
・

研
修

・
指

導
を

行
う

親
方

農
家

と
新

規
就

農
希

望
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
、

親
方

農
家

へ
の

支
援

、
地

域
に

就
農

者
が

溶
け
込
め
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
就

農
希

望
者

へ
の

丁
寧

な
相

談
対

応
の

ほ
か

、
研

修
生

を
受

け
入

れ
る

親
方

農
家

制
度

を
設

け
て

、
市

内
で

円
滑

に
営

農
を

開
始

で
き

る
環

境
整

備
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
親

方
農

家
の

も
と

で
研

修
を

受
け

た
9
名

が
認

定
新

規
就

農
者

と
な
っ
た
。

・
研

修
生

を
受

け
入

れ
て

く
れ

る
親

方
農

家
の

軒
数

が
横

ば
い

で
あ

る
ほ

か
、

就
農

希
望

者
の

希
望

（
学

び
た

い
作

物
等

）
に

沿
え

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・
集

落
営

農
組

織
や

認
定

農
業

者
の

経
営

発
展

を
促

進
す

る
機
械
・
設
備
等
の

導
入

資
金

を
補

助
し

、
H
2
8
年
度

か
ら

R
2年

度
の
間
に
2
5
件
(
4
0
,
9
8
3
千
円
)
の
利
用
が
あ
っ
た
。

・
国

県
が

主
催

す
る

農
業

経
営

に
関

す
る

研
修

会
等

を
周

知
す

る
と

と
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に
、

認
定

農
業

者
等

を
対

象
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し
た

獣
害

対
策

等
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演
会
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開
催
(
出
席
者
数
2
3
0
人
(
累
計
)
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し
た
。

・
各

経
営

体
の

役
員

や
作

業
担

当
者

な
ど

の
高

齢
化

が
進

み
つ

つ
あ

り
、

次
世

代
の

担
い

手
の

確
保

・
育

成
が

課
題

と
な
っ
て
い
る
。

2
）
農
地
の
生
産
性
向
上

・
農

地
中

間
管

理
機

構
等

を
活

用
し

た
担

い
手

へ
の

農
地

の
集

積
・

集
約

化
の

促
進

や
農

業
機

械
・

施
設

の
導

入
等

の
推

進
を
す
る
こ
と
で
、
経
営
の
効
率
化
を
図
る
。

・
各

集
落

に
お

い
て

農
地

中
間

管
理

機
構

を
通

じ
た

農
地

の
集
積
を
促
進
す
る

こ
と

に
よ

り
、

H
2
8年

度
か

ら
R
2
年
度

ま
で

の
間

に
、

約
6
2
h
a
の

農
地

が
地
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の

中
心

経
営

体
等

に
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積
で
き
た
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ま
た
、
そ

れ
に

伴
い

、
7
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の

集
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に
対
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て

農
業

経
営
に
必
要
と
な
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資
金
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援
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7
,
6
8
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千
円
)
を
行
っ
た
。

・
農

地
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積
の

進
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は
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内
で

一
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で
は

な
く

、
様

々
な

事
情

に
よ

り
農

地
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積
が

進
ん

で
い

な
い

集
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も
あ

る
こ

と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
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2
)
地

域
農

業
の

将
来

像
づ

く
り 1
)
農

地
維

持
、

農
業

用
施

設
等
の
整
備

⑵
農
業
経
営
者
の
育
成

1
)
農
業
者
の
経
営
力
向
上

・
農

業
者

の
ス

キ
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の

た
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、
販

売
や

マ
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ケ
テ

ィ
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グ
等
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経

営
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の
向

上
に

関
す

る
研

修
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等
の

開
催

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
組

織
力

強
化

や
所

得
向
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を

目
指

す
集

落
営
農
組
織
に
対
し
て
の
相
談
・
助
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等
に
取
り
組
む
。

・
近

年
、

頻
発

す
る

豪
雨

に
備

え
る

た
め

防
災

上
重

要
と

な
る

直
下

流
に

民
家

や
公

共
施

設
が

存
在

す
る

た
め

池
の

改
修

・
廃

止
を

確
実

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
が

、
財

政
上

の
負

担
が

伴
う

こ
と

か
ら

事
業

の
平

準
化

等
、

計
画

的
な

事
業

推
進
が
課
題
で
あ
る
。

戦
略

１
：

三
田

の
農

業
の

将
来

を
支

え
る

担
い

手
の

確
保

と
育

成

・
農

福
連

携
に

関
す

る
理

解
が

浸
透

し
て

い
な

い
こ

と
が

課
題
で
あ
る
。

⑴
集

落
連

携
型

営
農

体
制

の
構
築

1
)
集

落
営

農
の

立
ち

上
げ

・
活
性
化

・
集

落
営

農
の

組
織

化
に

向
け

た
集

落
座

談
会

の
開

催
や

組
織

後
の

運
営

支
援

を
行

い
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
集

落
営

農
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

・
県

な
ど

の
関

係
機

関
と

連
携

し
、

集
落

営
農

の
組

織
化

に
関

す
る

助
言

を
行

う
ほ

か
、

経
営

の
多

角
化

等
に

必
要

と
な

る
機
械
や
設
備
等

の
導

入
経

費
を

助
成

（
H
2
8
年
度

か
ら

R
2年

度
の
間
で
、
の
べ
1
1
件
、
補
助
額
1
5
,
7
4
4
千
円
）
し
た
。

・
各

集
落

営
農

組
織

内
の

役
員

や
作

業
担

当
者

な
ど

の
高

齢
化

が
進

ん
で

お
り

、
組

織
内

の
後

継
者

の
確

保
・

育
成

が
課

題
で
あ
る
。

・
担

い
手

や
農

地
の

出
し

手
等

を
集

落
で

話
し

合
う

人
・

農
地

プ
ラ

ン
策

定
を

推
進

す
る

集
落

説
明

会
へ

の
参

加
、

プ
ラ

ン
活
用
に
向
け
た
支
援
、
広
報
を
行
う
。

・
J
A
等

関
係

機
関

と
連

携
し

、
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
策

定
を

各
集
落
に
働
き
か

け
、

プ
ラ

ン
策

定
集

落
数

が
増

加
〈

H
2
7年

度
末
:
1
7
集
落
→
R
2
年
度
末
：
2
3
集
落
)
し
た
。

・
集

落
内

及
び

近
隣

に
中

心
経

営
体

と
な

る
認

定
農

業
者

や
集

落
営

農
組

織
が

存
在

し
な

い
集

落
に

お
い

て
は

、
人

・
農

地
プ
ラ
ン
の
策
定
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

1
)
福

祉
分

野
で

の
農

業
の

活
用

・
福

祉
施

設
等

が
行

う
農

作
業

を
通

じ
た

健
康

管
理

、
生

き
が

い
づ

く
り

、
ま

た
障

害
者

の
就

労
訓

練
と

し
て

の
農

業
の

活
用
を
推
進
す
る
。

・
農

福
連

携
に

関
す

る
試

行
的

取
組

み
と

し
て

、
J
A
等

関
係

機
関

や
市

内
福

祉
事

業
所

と
連

携
し

て
黒

大
豆

枝
豆

の
収

穫
作
業
委
託
等
を
実
施
し
た
。

・
地

域
の

共
同

活
動

を
支

援
す

る
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
・

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

交
付

金
の

活
動

支
援

や
た

め
池

・
井

堰
・

水
路

・
農

業
施

設
・

農
道

等
の

農
業

用
施

設
の

整
備

、
ま

た
遊

休
農

地
の

解
消

に
向

け
た

相
談

・
指

導
を

行
う
。

・
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
活

動
組

織
は

6
4
団

体
に

上
り

、
三

田
の

農
村

地
域

の
多

面
的

機
能

維
持

に
努

め
て

い
る

。
R
3

年
度

に
は

相
野

駅
周

辺
土

地
改

良
事

業
と

し
て

ほ
場

整
備

事
業
完
了
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

【
第
4次

三
田
市
農
業
基
本
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】



 

 

 



第
４
次
三
田
市
農
業
基
本
計
画
に
基
づ
く
各
事
業
に
つ
い
て

戦
略

項
目

施
策
の
方
向
性

取
組
名

事
業
の
概
要
（
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
）

１
⑴

新
規

就
農

者
の

就
農
促
進
・
定
着

1
)
新

規
就

農
者

の
支
援

就
農
希
望
者
の
窓
口
相
談
、

相
談
会
へ
の
出
展

・
就
農
希
望
者
に
対
し
て
窓
口
相
談
に
応
じ
、
希
望
に
応
じ
て
研
修
先
の
紹
介
や
農
地
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

・
県
主
催
の
就
農
セ
ミ
ナ
ー
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
り
、
H
P
等
の
媒
体
を
通
じ
て
、
本
市
で
農
業
を
始
め
る

メ
リ

ッ
ト

な
ど
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
相
談
の
実
施

・
毎

月
1
回

農
地

相
談

を
実

施
し

、
就

農
希

望
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
通

じ
て

、
適

切
に

農
業

が
で

き
る

よ
う

ア
ド

バ
イ

ス
等
を
行
い
ま
し
た
。

三
田
市
空
き
家
バ
ン
ク

・
空
家
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、
空
家
情
報
を
市
H
P
に
掲
載
し
、
利
用
希
望
者
に
情
報
を
提
供
し
て
マ
ッ
チ

ン
グ

を
行

い
ま
し
た
。

認
定

新
規

就
農

者
に

対
す

る
支
援

・
認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
運
転
資
金
や
、
経
営
初
期
段
階
の
農
機
等
の
導
入
資
金
を
支
援
し
ま
し
た
。

・
認
定
新
規
就
農
者
の
農
業
経
営
の
安
定
・
向
上
を
図
る
た
め
、
市
・
県
・
J
A
等
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
を

行
い

ま
し

た
。

2
)
研

修
受

け
入

れ
農
家
の
支
援

親
方

農
家

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
支
援

・
就
農
希
望
者
が
農
業
研
修
を
受
け
ら
れ
る
親
方
農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
ほ
か
、
研
修
生

を
受

け
入

れ
た

親
方
農
家
を
支
援
し
ま
し
た
。

⑵
農

業
経

営
者

の
育

成
1
)
農

業
者

の
経

営
力
向
上

農
業

近
代

化
資

金
等

の
利

子
補
給

・
農
業
経
営
に
必
要
と
な
る
機
械
・
設
備
等
の
導
入
に
関
す
る
借
り
入
れ
(
農
業
近
代
化
資
金
等
)
に
対
し
て

利
子

補
給

を
行
い
ま
し
た
。

地
域

農
業

の
担

い
手

に
対

す
る
支
援

・
地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
経
営
体
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
経
営
の
多
角
化

、
売

上
高

の
拡

大
、
経
営
コ
ス
ト
の
縮
減
等
に
必
要
な
農
業
機
械
・
設
備
の
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。

農
村
・
地
域
農
政
の
推
進

・
地
域
農
業
を
担
う
経
営
体
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
三
田
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
を

運
営

し
、

研
修

会
や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
業

振
興

団
体

に
対

す
る

支
援

・
若
手
農
業
者
の
交
流
と
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
活
動
を
行
う
三
田
耕
楽
ク
ラ
ブ
を
支
援
し
ま
し
た
。

2
)
農

地
の

生
産

性
向
上

農
地

中
間

管
理

機
構

を
通

じ
た
農
地
集
積
の
促
進

・
農
地
集
積
を
促
進
す
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
出
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ
チ

ン
グ

を
支

援
す

る
と
と
も
に
、
農
地
集
積
に
協
力
す
る
地
域
や
農
地
所
有
者
等
に
協
力
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

三
田
市
農
地
バ
ン
ク

・
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
市
H
P
等
で
農
地
情
報
(
賃
借
・
売
買
)
を
掲
載
し
、
利
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ

を
支
援
し
ま
し
た
。

2
)
農

地
の

生
産

性
向
上

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
導
入
支
援

・
消
費
者
へ
安
定
的
に
供
給
で
き
る
生
産
・
流
通
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
野
菜
等
生
産
農
家
へ
の
パ

イ
プ

ハ
ウ

ス
の

導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。

資
料
４



戦
略

項
目

施
策
の
方
向
性

取
組
名

事
業
の
概
要
（
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
）

４
⑶

農
と

福
祉

と
の

連
携
促
進

1
)
福

祉
分

野
で

の
農
業
の
活
用

農
福
連
携
の
推
進

・
農
福
連
携
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
県
主
催
の
農
福
連
携
研
修
会
の
参
加
を
農
業
者
へ
呼
び
か
け
る

ほ
か

、
福

祉
事

業
所
と
事
業
者
の
連
携
事
業
(
黒
大
豆
枝
豆
の
収
穫
作
業
等
)
を
試
行
実
施
し
ま
し
た
。

５
⑴

集
落

連
携

型
営

農
体
制
の
構
築

1
)
集

落
営

農
の

立
ち
上
げ
・
活
性
化

農
業

経
営

の
法

人
化

等
の

支
援

・
法
人
化
等
に
取
り
組
む
集
落
営
農
組
織
等
に
対
し
て
、
関
係
機
関
や
専
門
家
と
連
携
し
て
助
言
等
の

支
援

を
行

い
ま

し
た
。

集
落

営
農

組
織

等
に

対
す

る
支
援

・
集
落
営
農
組
織
等
が
、
農
業
経
営
の
組
織
の
法
人
化
や
、
多
角
化
・
高
度
化
に
必
要
と
な
る
機
械
・

施
設

の
導

入
経

費
ま
た
は
活
動
経
費
、
人
材
雇
用
に
つ
い
て
支
援
し
ま
し
た
。

2
)
地

域
農

業
の

将
来
像
づ
く
り

実
質

化
さ

れ
た

人
・

農
地

プ
ラ
ン
の
策
定
の
推
進

・
各
集
落
に
お
け
る
農
業
の
将
来
像
を
描
く
た
め
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連

携
し

て
各

集
落
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

・
認
定
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
を
中
心
経
営
体
に
位
置
付
け
た
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を

作
成

し
た

集
落
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

・
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
定
例
総
会
と
同
時
に
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
会
議
」
を
開
催
し
、
人
・

農
地

プ
ラ

ン
の

推
進
に
向
け
た
関
係
機
関
等
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

⑶
農

業
生

産
基

盤
の

維
持

1
)
農

地
維

持
、

農
業

用
施

設
等

の
整

備

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

・
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機
能
で
あ
る
国
土
の
保
全
、
自
然
環
境
の
保
全
や
良
好
な
環
境
の
形

成
な

ど
の

機
能

を
継
続
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

交
付
金

・
農
業
生
産
活
動
が
不
利
で
あ
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
す
る
た
め
、
継
続

し
て

農
業

を
継

続
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

農
業
振
興
地
域
整
備
の
促
進

・
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
を
保
全
し
、
土
地

利
用

の
高

度
化

と
農
業
の
近
代
化
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

市
単
独
土
地
改
良

・
農
業
用
施
設
の
改
修
(
た
め
池
、
揚
水
機
施
設
等
)
の
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
村
総
合
整
備

・
相
野
地
区
に
お
け
る
ほ
場
整
備
事
業
や
用
水
施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

遊
休
農
地
の
解
消

・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
(
年
2
回
を
予
定
)
を
は
じ
め
農
地
利
用
状
況
調
査
に
よ
り
遊
休
農
地
を
把
握
し
ま
し
た
。

・
調
査
結
果
を
も
と
に
中
間
管
理
機
構
等
と
連
携
し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
斡
旋
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り

、
遊

休
農

地
の
解
消
を
図
り
ま
し
た
。



第
５

次
三

田
市

農
業

基
本

計
画

策
定

懇
話

会
委

員
（
分

科
会

A
）

№
所

属
等

氏
名

ふ
り

が
な

学
識

経
験

者
1

神
戸

大
学

大
学

院
農

学
研

究
科

　
特

命
准

教
授

清
水

　
夏

樹
し

み
ず

　
な

つ
き

2
三

田
市

認
定

農
業

者
連

絡
協

議
会

　
会

長
中

上
　

之
仁

な
か

う
え

　
ゆ

き
ひ

と

3
三

田
市

認
定

新
規

就
農

者
徳

毛
　

小
春

と
く

も
　

こ
は

る

4
兵

庫
六

甲
農

業
協

同
組

合
 理

事
乾

　
哲

郎
い

ぬ
い

　
て

つ
ろ

う

福
祉

関
係

5
社

会
福

祉
法

人
光

耀
会

　
理

事
長

岡
本

　
征

お
か

も
と

　
た

だ
す

市
民

6
市

民
委

員
岡

本
　

彩
子

お
か

も
と

　
あ

や
こ

行
政

7
三

田
市

 副
市

長
濵

田
　

士
郎

は
ま

だ
　

し
ろ

う

農
業

関
係


